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の 有効質量は小 さ く、 U ＝ 3の 場合 は S 土
で 0．50m ，、 ∫

o
で 0．64m ， 程度で あ る 。

　奇数 sites の 場合 に は 、 1solitonが最 も単 純な欠陥の 1 つ で あ るが、偶数 sites の 場合 に は 、

S と §の dynamical　bQund　state で ある breatherが 揺 ら ぎと して 重 要 で あ る 。
　 S °↑− So ↓

pair を Bloch的 に重 ね合 わせ る と同時に 、 そ の soliton 間距離 も変化 させ る こ とに よ り、 重

心 の 量子的並 進運 動 、 及 び breathing運 動 を取 り込 ん だ 。
　 Breatherの 濃 度が 大 き くな くと

correlation 　energy は増加 し 、 濃度3．3％ の 場合 に30％の correlation 　energy を 得 た 。 今 回用

い た crude な trial　orbitals を改 良すれば 、
　 correlation 　energy の さ らに大 きな部分 を説明出

来るで あろ う。 なお 、 breatherの 波動 関数 、励起 energy に つ い て も議論す る 。

19． WT 一
皿 トカ マ ク に お ける低域混成波電流駆動

　　　プ ラズ マ の 高速電子 の 速度分布

吉　田　光　宏

　 高周波に よ る プラ ズマ 電流駆動 の研 究 は 定常 トカ マ ク炉 の 可能性 の 1 つ と して 注 目されて

い る。 これ は高周 波 の 運動量 を共 鳴電子 に ラ ン ダウ減衰過程に よ っ て 伝達 し、 電子 に一定方

向の ドリ フ トを与 え電流 を生 成 させ よ うとい うもの で あ る 。
こ の 論文で は WT 一

皿 トカマ ク

にお い て 低 域混 成波電流 駆動実験 を行い
、 プ ラズ マ 電流 を担 う高 速電 子群 の 速 度分 布 を X

線計測に よ っ て 調べ た 。

　低域混成波 （LHW ）に よる 電流駆動 は 、 共鳴電 子 が磁場に平行 な一 つ の 方向に加速 さ れ

る こ とによ っ て非等方速度分布 が形成 され 実現 さ れ る 。 準線 形理論 に よ る と、LHW の 共鳴

領域 で速度分布 関数 に 平坦 な部分が形 成 される 。

　WT 一
皿 にお い て は、初 め に ジ ュ

ー
ル 加熱 （OH ）で 立 ち上 げた プ ラ ズ マ を発生 させ 、 次い

で OH 電力 を遮 断後 LHW を入射 し 、
　 LHW の み で 電流 を保持する LHCD プ ラ ズ マ を生 成す

る 。 こ の プ ラ ズ マ か ら放射 され る硬 X 線の エ ネル ギ
ー

ス ペ ク トル を 、 電子の ドリフ ト方向

と放射 X 線の なす角の 関数 と して 計測 し、 角度依存の デー タ を得 た
。

一
方、 モ デ ル 化 した

速度分布関数 を用 い て 計算 した X 線輻射の 角度依 存 を、 実験デ
ー

タ と比較検討する こ とに

よ り、 最も良く合 う分布関数の 形を求め た 。 か くて 、 速度分布関数は 、 波動の 進行方向 、 逆

方向 、 垂直方向に対する 3個の 温度で特徴づ け られ る 3温度モ デ ル を用い て 表す こ とが で き、

波動の 進行方向の 温度が非常に 高 く平坦 な部分が形成 されて い る こ とが明 らか に な っ た 。 こ
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れは準線形理論の 結論 と矛盾 しない 結果 とな っ て い る。

　なお
、 上の 実験で は速度分布関数の 形 は半径方向に一様で あ る と考え られ た が 、 プ ラ ズ マ

電流の 大 きな場合に は プラズ マ 中心 と周辺 で は速度分布関数の 異 なる こ とが わか っ た 。
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